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（Ａ"MDS功川αｃα"/川川)に対する

Pyrantelpamoateの駆虫効果
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(昭和４６年５月２０日受領：特別掲載）

れぞれの群には台糖ファイザー社製のpyrantelpamo‐

ate（Combantrin，錠剤）をPyrantel塩基として２５

ｍｇ/k９，１２．５ｍｇ/k９，６ｍｇ/k９，およびイヌ回虫には田

辺製薬株式会社製のpiperazinephosphate（Bexin，錠

剤）をpiperazinehydrateとして100ｍｇ/kｇを，イ

ヌ鉤虫にはbepheniumhydroxynaphthoate(Alcopar，

穎粒）をbephenium塩として４７ｍｇ/kg，および９４

ｍｇ/kｇを経口的に与え，残りの各１群は対照として投

薬は行なわなかった．薬剤の投与は午前10時前後に行な

い，投薬後数時間は薬剤投与による嘔吐の有無などを観

察し，嘔吐したものは本実験から除外した．

３．駆虫効果の判定法

駆虫効果の判定は，次の各項について検討した．

１）虫体排出状況

駆虫薬投与24時間，４８時間，７２時間後における全便を

採集し，濾便によって排出虫体を採集した．一方，各イ

ヌは投薬４週後に剖検し，宿主腸管内の残存虫体数を記

録し，排出・残存両虫体数から排虫率を求めて駆虫効果

を検討した．

２）虫卵陰転状況

投薬１週，２週，３週，４週後にＴｗｅｅｎ８０加クエン

酸緩衝液遠心沈澱集卵法により糞便検査を行ない，虫卵

陰転状況を観察した．

３）卵減少率

投薬前および投薬１週，２週，３週，４週後の糞便に

ついてStoll法変法でＥＰ.Ｇを算出し，治療前の

ＥＰ.Ｇ、に対する卵減少率を求めた．

ＡｕｓｔｉｎｅＺａＺ．（1966)は，pyranteltartrateが動物の

寄生線虫類の多くのものに対して高い駆虫効果があるこ

とを報告した．彼等はその報告の中で，本剤が２種類の

イヌ回虫（Tojlooca7aおよびＴｂＺｏａＳａｚγis）およびイヌ

鉤虫（Ａ"ＭｏｓＺｏｍａｃα"i"""z）に対してもきわめて高い

効果を示すと述べているが，その詳細は明らかにされて

いない．その後，pyranteltartrateに対する改良が加

えられ，pyrantelpamoateの出現を見たが，それにつ

いての検討はイヌ回虫では全くなく，イヌ鉤虫では，

CornwellandJones（1968）およびフアイザー研究陣

(1969)の報告があるのみである．

著者らはpyrantelpamoateの各種動物寄生線虫類に

対する駆虫効果の検討を行なってきたが，本報ではイヌ

回虫およびイヌ鉤虫に対する本剤の駆虫効果について報

告する．

実験材料ならびに実験方法

１．実験動物

実験に使用した動物は東京都および茨城県の保健所で

捕獲した雑犬で，イヌ回虫に対する駆虫実験には生後６

カ月未満の仔犬（体重1.5kg～４．２ｋｇ）を，イヌ鉤虫に

ついては成犬（体重４．０kg～13.0kg）を用いた．

これらのイヌは捕獲後Ｔｗｅｅｎ８０加クエン酸緩衝液

による遠心沈澱集卵法で糞便検査を行ないイヌ回虫卵

またはイヌ鉤虫卵陽性のイヌを使用した．成犬でイヌ鉤

虫卵陰性であったものには，２８°Ｃ，２週間培養のイヌ

:鉤虫の感染幼虫500隻を経口的に感染させ，１カ月を経

て糞便内虫卵数のほぼ安定した後実験に供した．

２．薬剤および投薬方法

虫卵陽性犬はほぼ５頭（５～７頭）を－群として，イ

ヌ回虫の場合は５群，イヌ鉤虫の場合は６群を設け，そ

｡

成績

1．イヌ回虫に対する駆虫効果

虫卵陰転状況は，表１に示すように，pyrantelpamo‐

（６６）
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TablelComparisonofanthelminticeffectsofpyrantelpamoateand

piperazinephosphateagainstTo工ｏｃａ７ａｃα"iｓ（１）

Ｎｏ．ofnegativeforeggs Ｎｏ．（96）of
dogscured
(atautopsy）

Ｄｒｕｇｓ Ｎｏ．ｏｆ

ｄｏｇｓ
Dosage
mg/k９

１ｗｅｅｋ２weeks３weeks４weekｓ

（aftertreatment）

Pyrantelpamoate

〃

〃

(71.4）

(33.3）

(20.0）

2５

１２．５

６

７
５
５

６
５
１

６
５
１

６
５
１

６
４
１

５
２
１

Piperazinephosphate lOO １（16.7）６ ３ ３ ３ ３

Nontreatment ５ ０ ０ ０ ０ ０

Doseisexpressedasbaseinpyrantelandashydrateinpiperazine．

Table2ComparisonofanthelminticeHectsofpyrante］pamoateand

piperazinephosphateagainstZhroca7acα"iｓ（Ⅱ）

Before

treatment，
Ｅ・Ｐ.Ｇ、

Aftertreatment，ＥＰ.Ｇ、Ｄｒｕｇｓ
Dosage
mg/k９ ｌｗｅｅｋ２weeks３weeks ４weeks

７２(99.1）

８０(96.6）

193(76.7）

124(98.4）

７５(96.8）

220(73.4）

120(98.5）

９３(96.1）

450(45.6）

Pyrantelpamoate

〃

〃

56(99.3）2５

１２．５

６

７，７９２

２，３７３

８２７ 620(25.0）

PiperazinephosphatelOO 104(90.0）216(79.1）140(86.4）533(48.4）1,034

5,3922,344(56.5）4,766(11.4）5,090（5.6）1,690(68.7）Nontreatment

（）：（Ｅ・Ｐ・Gbeforetreatment)－(Ｅ・Ｐ.Ｇ・aftertreatment)×,００
（Ｅ・Ｐ・Gbeforetreatment）

Doseisexpressedasbaseinpyrantelandashydrateinpiperazine．

ate２５ｍｇ/kｇ投与群では投薬１週後より第４週後まで

７頭中６頭が陰転していたが（卵陰転率85.7％)，うち

１頭は４週後の剖検によって腸管内に雄虫１隻を残して

いることが判明した．したがって，本群の完全駆虫率は

71.4％であった．次にpyrantelpamoate12.5ｍｇ/kｇ

投与群では，４週後には６頭中４頭（66.7％）が虫卵陰

性であったが，剖検の結果は６頭中４頭には虫体が認め

られ，完全駆虫率は33.3％であった．６ｍｇ/kｇ投与群

では完全駆虫率は20.0％であった．

PiperazinephosphatelOOmg/kｇ投与群では，４週

後まで６頭中３頭が虫卵陰性であったが，剖検の結果は

６頭中５頭に残存虫体が認められ，完全駆虫率はわずか

に16.7％であった．

次に投薬前の糞便１９中の虫卵数に対する投薬各週後

の卵減少率を見ると，表２に示すようにpyrantelpamo‐

ate２５ｍｇ/kｇ投与群では，投薬１週後より99.1％の卵

減少率を示し，続いて２週後98.4％，３週後98.5％，４

週後99.3％であった．１２．５ｍｇ/kｇ投与群では１週後

96.6％，２週後96.8％，３週後96.1％であった（４週後

は計測し得なかった)．６ｍｇ/kｇ投与群では１週後76.7

％，２週後73.4％，３週後45.6％，４週後25.0％と週をへ

るにしたがって卵減少率が低下する傾向がみられた．

Piperazinephosphateの100ｍｇ/kｇ投与群では，１

週後90.0％，２週後79.1％，３週後86.4％，４週後48.4

％と３週後やや増加がみられたが，pyrantelpamoate

６ｍｇ/kｇ投与群と同様，週の経過につれて卵減少率が

低下していた．

更に駆虫効果を投薬後３日間の排出虫体数と剖検時の

残存虫体数から算出した排虫率で検討してみると，表３

のようにpyrantelpamoate25mg/k９，１２．５ｍｇ/k９，

６ｍｇ/kｇ投与群の排虫率はそれぞれ91.796,73.8％，

64.3％，piperazinephosphatelOOmg/kｇ投与群は

pyrantelpamoate6mg/kｇ投与群のそれに近い63.6％

であった．なお，これらの虫体のほぼ90％は投薬後第１

（６７）
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Table3Comparisonofanthelminticeffectsofpyrantelpamoate

andpiperazinephosphateagainstZbjrocamcα"iｓ（Ⅲ）

Ｎｏ．ｏｆｗｏｒｍｓｆｏｕｎｄｉｎ

ｔｈｅｉｎｔｅｓｔｉｎｅａｔａｕtopsy
(4thweeks）

Ｎｏ．ｏｆｗｏｒｍｓｒｅｍｏｖｅｄ

ｗｉｔｈｉｎ７２ｈｏｕｒｓａｆｔer

treatnlent

Ｎｏ．（％）ｏｆ
ｖｖｏｒｒｎｓ

ｒｅｒｎｏｖｅｄ

Ｄｏｓａｇｅ
ｍｇｋｇ

Drugs

malefemaletotalmalefemaletotal

８（８）

11(１０）

25(23）

25(25）

20(18）

20(19）

33(33）

31(28）

45(42）

33/36(91.7）

31/42(73.8）

45/70(64.3）
２
３
３
１

１
８
２
１

８
１
５
１
２

Pyrantelpamoate

〃

〃

2５

１２．５

６

25(19）３１(29）５６(48）１１２１３２５６/88(63.6）PiperazinephosphatelOO

2８３４６２０/62（０）０ 0Nontreatment ０

（）：Ｎｏ．ofwormsexpelledwithin24hoursaftertreatment・

Doseisexpressedasbaseinpyrantelandashydrateinpiperazine．

Table4MeasurementsofTojroca7acα"zspassedandremaining
●

Passedworms Ｒｅｍａｉｎｉｎｇｗｏｒｍｓ
Drugs

Dosage(ｍg/kg）
Sex Ｎｏ．

ｅｘａｌｎ．

Bodylength
（ｍ、）

Bodywidth
（ｍ、）

Ｎｏ．

ｅｘａｎｌ．

Bodylength
（ｍ、）

Bodywidth
（ｍ、）

Pyrantelpamoate
２５ Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

７３．１(46.8-96.6）１．８(1.6-2.2）

119.1(81.8-183.2）２．３(1.5-3.5）

４６．３(44.6-48.0）１．２(1.0-1.3）

134.2２．５

８

２０

２
１

68.2(36.4-93.8）１．７(0.8-2.1）

99.0(19.4-180.2）２．２(1.2-3.2）

46.8(10.4-68.2）

71.5(32.4-162.0）

1.1(0.4-1.4）

1.6(0.8-3.2）

１２．５ Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

1０

１９

３
８

42.0(19.4-62.6）１．１(0.6-1.6）

54.1(26.4-110.0）１．２(0.7-2.2）

63.7(49.0-79.4）

98.2(57.2-169.0）

1.6(1.2-2.0）

2.4(1.4-2.6）

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

1３

１２

６ 2３

１９

Piperazinephosphate
lOO Male

Femalｅ

６９．４(34.8-126.4）１．５(0.9-1.9）

106.6(21.0-142.2）１．９(0.5-2.4）

1.2(0.6-2.0）

1.7(0.7-3.0）

56.5(24.8-80.2）

85.5(34.3-154.8）

2５

３０

1１

１６

６９．０(22.0-98.8）１．５(0.5-2.0）

114.5(25.0-199.0）2.0(0.7-2.8）

NontreatmentMale

Female

2８

２５

Doseisexpressedasbaseinpyrantelandashydrateinpiperazine．

日後の糞便に混じて排出された．

次に排出虫体と残存虫体を計測値の上から比較すると

(１部は採集時切断の為計測不能)，表４にみられるよう

にpyrantelpamoate投与群のうち12.5ｍｇ/kｇおよび

25ｍｇ/kｇ投与群では，残存虫体の平均体長は短かかっ

たが(25ｍｇ/kｇ投与群の雌の残存虫体はわずか１隻で，

平均値の上では残存虫体が長かった)，６ｍｇ/kｇ投与群

では，逆に排出虫体長の方が短かかった．一方，pipera‐

zinephosphate投与群ではpyrantelpamoateの大量

投与群と同じく残存虫体長が排出虫体長より短かかっ

た．

２．イヌ鉤虫に対する駆虫効果

Pyrantelpamoate投与１週，２週，３週および４週

後にみられるイヌ鉤虫卵の陰転状況は，表５のように２５

ｍｇ/k９，１２．５ｍｇ/k９，６ｍｇ/kｇの各投与量の間にはみる

べき差がなく，それは完全駆虫率からみても２５ｍｇ/k9

33.3％，１２．５ｍｇ/k９４０．０％，６ｍｇ/kｇ４０．０％と有意の

差はなかった．しかし,bepheniumhydroxynaphthoate

の４７ｍｇ/kｇおよび，人体投薬量の約２倍に等しい９４

ｍｇ/kｇ投与群よりもさらに悪く，それぞれ０％および

20.0％であった．

以上の傾向は，投薬前のＥ・Ｐ.Ｇと投薬後のＥ・Ｐ.Ｇ・

から卵減少率を求めた場合も同様(表６），pyrantel

pamoate25mg/k９，１２．５ｍｇ/k９，６ｍｇ/kｇ投与群での

４週後における卵減少率はそれぞれ，97.5％，99.5％，

97.5％と有意差なく，共に大きな卵減少率を示した．し

（６８）
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Table5Comparisonofanthelminticeffectsofpyrantelpamoateand

bepheniumhydroxynaphthoateagainstA"Q)ﾉZosZo'"αｃα,,伽"Z（１）

Ｎｏ．ofnegativeforeggs
DosageNo・ｏｆdogs＊ １ｗｅｅｋ２weeks３weeks4weeks
mg/kｇ

（aftertreatment）

Ｎｏ．（％）of
dogscured
(atAutopsy）

Drugs

Pyrantelpamoate
ノノ

ノノ

2(33.3）

2(40.0）

2(40.0）

2５

１２．５

６

６
５
５

４
４
５

４
４
５

４
４
４

４
４
３

Bephenium
hydroxynaphthoate

〃

1(20.0）

０

４
７

９
４

５
６

１
２

１
２

１
２

１
０

Nontreatment ０５ ０ ０ ０ ０

＊：Exceptdogsthatvomitedaftertreatment・

Doseisexpressedasbase・

Table6Comparisonofanthelminticeffectsofpyrantelpamoateand

bepheniumhydroxynaphthoateagainstＡ７１ＭｏｓＺｏ'"αｃα"z"",〃（Ⅱ）

Before

treatment，
Ｅ・Ｐ.Ｇ、

Aftertreatment，Ｅ・Ｐ.Ｇ・（percentreduction）
Dosage
mg/k９

Drugs
lｗｅｅｋ２weeks３weeks ４weeks

147(98.4）

８(99.7）

０

60(99.4）

24(99.2）

０

306(96.8）

１６(99.5）

２４(98.5）

240(97.5）

１６(99.5）

４０(97.5）

Pyrantelpamoate
〃

〃

9,433

３，０１６

１，６１６

2５

１２．５

６

Bephenium
hydroxynaphthoate

〃

968(43.7）920(46.5）

4,493(18.6）3,633(34.2）

1,632（5.1）416(75.8）

1,728(68.7）5,664（０）

弧
灯 １，７２０

５，５２０

1,9083,130（０）3,032（０）1,160(39.2）1,471(22.9）Nontreatment

Doseisexpressedasbase．

Table7Comparisonofanthelminticeffectsofpyrantelpamoateand

bepheniumhydroxynaphthoateagainstA'１Q)ﾉJosro,"αｃａ７ｚｚ"""Z（Ⅲ）
●

Ｎｏ．ofwormspassed
aftertreatment

Ｎｏ．ｏｆｗｏｒｍｓｆｏｕｎｄｉｎ

ｔｈｅｉｎｔｅｓｔｉｎｅａｔａｕtopsy
（4thweeks）

Ｎｏ．（96）ｏｆ
ｒｅｍｏｖｅｄ

ｖｖｏｒｌｎｓ

Dosage
mg/k９

Drugs

male female total malefemaletotal

Pyrantelpamoate
〃

〃

329(328）

283(281）

１０（２）

321(321）

９６（９５）

１２（３）

650(649）

379(376）

２２（５）

2５

１２．５

６

650/681(95.4）

379/416(91.1）

２２／３８(57.9）

０
８
７

２
１

１
７
６

３
３
１

１
９
９

１
１

Bephenium
hydroxynaphthoate

〃

５（１）４（０）

29（２９）５３（５３）

９（１）

82（８２）

9４

４７

９／４４(20,5）

82/401(20.4）

７

１４１

２８

１７８

３５

３１９

Nontreatment 151１９０３４１０/341（０）０ ０ ０

（）：Ｎｏ．wormsexpelledwithin24hoursaftertreatment・

Doseisexpressedasbase、

かし，bepheniumhydroxynaphthoate投与群では卵減に残存していた虫体数から算出した排虫率でも，pyr‐

少率は９４ｍｇ/kｇ投与群75.8％，４７ｍｇ/kｇ投与群ではantelpamoate25mg/kｇ投与群95.4％，１２．５ｍｇ/kｇ

全く無効であった．投与群91.1％，６ｍｇ/kｇ投与群57.9％にくらべて，

投薬後３日間に排出される虫体数と，４週後の剖検時bepheniumhydroxynaphthoateのそれは９４ｍｇ/kｇ投

（６９）
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と，その効果は高いと言えよう．さらにpyrantelpamo‐

ate投与群では完全駆虫率が低いとは言うものの，個々

の実験犬における排虫率は，２５ｍｇ/kｇ投与群で95.4％，

12.5ｍｇ/kｇ投与群で91.1％，６ｍｇ/kｇ投与群で57.9

％で，本剤の１２．５ｍｇ/kｇ以上を投与することによって

90％以上の排虫を望みうることが確認された．これに対

して，bepheniumhydroxynaphthoate投与群では９４

ｍｇ/k９，４７ｍｇ/kｇの両投与群とも２０％の排虫率であっ

た．

以上のことからpyrantelpamoateのイヌ鉤虫に対す

る効果はきわめて高いと言えるであろう．

与群20.5％，４７ｍｇ/kｇ投与群は20.4％であった．な

お，排出虫体はpyrantelpamoate6mg/kｇ投与群，

bepheniumhydroxynaphthoate94mg/kｇ投与群の両

群を除いて，殆んどが投薬後24時間の糞便中に混じて排

出された(表７）．

考察

Pyrantelpamoateのイヌ回虫（Tbjroascα'一ｉｓ／ＣＯ"/'Jα

およびTbjrocαγαｃα"ｉｓ)に対する駆虫効果に関しては，

フアイザー資料（1969）によるとＴｂ工oascαγiSZeo''伽

に対しては６ｍｇ/kｇ投与でも十分に効果を発揮するが，

イヌ回虫TbroCαγαｃα"ｉｓに対しては，少量投与では

その効果が非常に少なく，高用量が必要であると言う．

Pyrantelpamoateを用いた今回のイヌ回虫Ｔｏ工ocαγα

cα"ｉｓに対する６ｍｇ/kｇ投与群では，完全駆虫率，卵

減少率，排虫率ともいずれも低く，１２．５ｍｇ/kｇ以上を

投与しなければ見るべき効果がないと考えられた．

一方，現在広く人体に使用されているpiperazine

phosphateと本剤との比較を行なってみると，人体への

投与量にほぼ等しい投与量100ｍｇ/kｇのpiperazine

phosphateを投与した群は，完全駆虫率および排虫率の

面でも本剤６ｍｇ/kｇ投与群と殆んど変りがなかった．

このpiperazinephosphateのイヌ回虫に対する駆虫効

果の検討は殆んどなされておらず，わずかに中村・俵田

(1950)の報告があるにすぎない．それによると仔犬１４

頭，ネコ２頭に著者らが行なったと同量の100ｍｇ/kｇを

投与してきわめて良好な結果が得られたと言う．しかし，

彼等が剤型としてシロップを用いたのは，著者らの実験

とは異なっており，また，後検便を１週後にのみ行なっ

ているので，今回の結果とは必ずしも比較出来ない．

以上のことから，pyrantelpamoate剤はイヌ回虫に

対して有効な駆虫効果のあることがわかった．

一方，pyrantelpamoateのイヌ鉤虫に対する効果に

ついてはCornwellandJones(1968)およびフアイザー

研究陣(1969)の報告があるのみである．前者は10頭のイ

ヌに本剤の６～25ｍｇ/kｇを投薬した場合，その98～100

％が排虫したことを報告している．

今回の実験では，剖検時の完全駆虫率は２５ｍｇ/kｇ投

与群33.3％，１２．５ｍｇ/kｇ投与群40.0％，６ｍｇ/kｇ投与

群40.0％と必ずしもすぐれた効果があるようにはみら

れなかったが，ヒトに対して現在広く用いられている

bepheniumhydroxynaphthoateの４７ｍｇ/kｇおよび９４

ｍｇ/kｇ投与群の陰転率（０％および20.0％）に比べる

要約

Pyrantelpamoateのイヌ回虫およびイヌ鉤虫に対す

る駆虫効果を検討して次の如き結果を得た．

イヌ姻虫に対して：

１）Pyrantelpamoate25mg/k９，１２．５ｍｇ/k９，６

ｍｇ/kｇ投与群における完全駆虫率はそれぞれ71.4％，

33.3％，20.0％と投与量が少なくなるに従い低下する傾

向がみられたが,これはpiperazinephosphatelOOmg/kｇ

投与群のそれ（16.7％）よりは高率であった．

２）Pyrantelpamoateはきわめて高い排虫率を示し，

25ｍｇ/kｇ投与群で９１．７％，１２．５ｍｇ/kｇ７３．８％，６

ｍｇ/k964.3％を示した．これに比べてpiperazine

phosphatelOOmg/kｇ投与群では63.6％であった．

イヌ鉤虫に対して：

３）Pyrantelpamoateは２５ｍｇ/kｇの大量を使用し

ても剖検時の完全駆虫率は33.3％と低かったが，これは

bepheniumhydroxynaphthoateの９４ｍｇ/kｇ投与群の

それ（20.0％）よりは高率であった．

４）Pyrantelpamoateはきわめて高い排虫率を示し，

12.5ｍｇ/kｇ投与群で91.1％で，これはbephenium

hydroxynaphthoate投与群の排虫率(94ｍｇ/kｇ20.5％）

に比べて明らかに有意差があった．

５）以上のことからpyrantelpamoateがイヌ回虫お

よびイヌ鉤虫に対してきわめて高い駆虫効果を有するこ

とは明らかである．

稿を終わるに当り御指導，御校閲を賜わりました千葉

大学医学部寄生虫学教室横川宗雄教授に深く感謝いたし

ます．

尚，本論文の要旨は第40回日本寄生虫学会総会におい

て報告した．
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Abstract i

ANTHELMINTIC EFFECTS OF PYRANTEL PAMOATE AGAINST TOXOCARA

CANIS AND ANCYLOSTOMA CANINUM IN DOGS

Noboru KAGEI and Michie KIHATA

(Division of Parasitology, Institute of Pbulic Health, Tokyo)

Pyrantel pamoate was compared with piperazine phosphate and bephenium hydroxynaph-

thoate in regard to anthelmintic effect on Toxocara canis and A?icylostoma caninum in dogs.

Firstly, twenty-nine pups infected with Toxocara canis were divided into five groups ; in

Group I, II, and III the animal was given pyrantel pamoate at a single dose of 25, 12.5 and

6 mg per kg of body weight, respectively, as pyrantel base : in Group IV piperazine phosphate

at 100 mg per kg as piperazine hydrate ; and Group V was a non-treatment control group.

The cases which were negative for adult worms in the intestine at autopsy four weeks

after treatment were considered to be cured. The cure rates were 71.4 % in Group I, 33.3 % in

Group II, 20.0 % in Group III, 16.7 % in Group IV and 0 % in Group V. The percentage

reduction of the worm due to the treatment was 91.7 % in Group I, 73.8 % in Group II, 64.3

% in Group III, 63.5 % in Group IV and 0 % in untreated control group.

Secondly, thirty-two dogs infected with Ancylostoma caninum were divided into six groups :

in Group I, II and III the animal was given pyrantel pamoate at a single dose of 25, 12.5, and

6 mg per kg as pyrantel base, respectively ; in Group IV and V bephenium hydroxynaphthoate

at 94 and 47 mg per kg, respectively, as bephenium base, and Group VI served as nontreatment

control.

The cure rates were 33.3 % in Group I, 40.0 % both in Group II and III, 20.0 % in Group

IV and 0 % in Group V and VI.

The percentage reduction of removed worms was 95.4 % in Group I, 91.1 % in Group II,

57.9% in Group III, 20.5% in Group IV, 20.4% in Group V and 0 % in Group VI.
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